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春作バレイショにおける乾物生産と栽植密度との関係  

浅沼興－・郎，申 潤三郎，木暮  秩   

ON THE RELAT工ON BETWEEN DRY MATTER PRODUCTION AND  
PLANT DENSITYIN SPRING CROPPING POTATO PLANTS  

Kohichiro AsANUMA，Junzaburo NAKA and KiyoshiKoGURE   

ThepIeSenteXPeIimentwas carriedout toobtainsomeinformationsabout the yield－determlnlng prO－  

CeSSinsprlngCrOpPlngPOtatOplants concernlngWiththedrymatter production underthrIeeplant den－  

Sities，uSingthecultivar“Unzen”asmaterial．The threeplant densities conductedwere‘low’（3．16／m2），  

‘medium’（6。32／m2），and‘high’（1264／m2）under field conditions．   

Asto thegrowth oftops，Plantdensity didnotaffectplantheight，but，Withincreaslng Plant density，  

the numbers ofleavesandbranches，thedryweightofleavesandstems per m20fland wereincreased  

up to the stageofearlytuberbulkingい After this stage，aCCOmpanied with thewithering ofleavesand  

Smallerbranches，the dryweightofleaves decreasedmoreIapidlywithincIeaSlngPlant density，andthat  

Ofstems became similaramong three plant densities．   

Oftheyieldcomponents，thoughthenumbers ofstolonsandtubers perm2increased，thepercentageof  

PrOductivestolonsandthemeanweightofa tuberdecreasedwithincreaslng Plant density，Showing the  

POSSibilitiesofmutualcompensationbetween thesecomponents．Thelimitofdensityfbrtuberyieldcould  

notbeattainedwithintherangeofthisexperiment．   

Consideringthe relationbetween theyield components and thedrymatterproduction，itmaybepointed  

Out that thenumbers ofstolonsand tubersareobtainedby securingleafareabefore thestage of tuber  

formation，and that thepercentageofproductive stolons and themeanweight ofatuberar・efinally sup－  

POrtedby the drymatterproductionofplantsat the stageoftuber bulking。  

暖地における春作バレイショの増収機構を群落における乾物生産との関連から追究するため，「ウンゼン」を供試  

して，栽植密度を疎（m2あたり個体数3．16），申（同6．32），密（同12．64）とした場合について実験した。   

まず地上部の生育状況をみると，草丈の推移には大差が認められなかったが，英数，分枝数ならびに某蕾，茎壷は  

塊茎肥大初期まで，密植になるほど増加する様相を呈した。しかし以後は集および弱小分枝の枯死に伴い，密櫨にな  

るほど菓雷が減少したのに対し，茎重はいずれの密度でも近似していた。   

つぎに収監構成要素のうち，旬枝数，塊茎数は密植になるほど多かったのに反して，塊茎化歩合，平均1個塊茎重  

ほ小となる傾向を示し，これらの相互間に補償作用のあることが推察された。また収監は密植になるはど多く，本実  

験における栽植密度の範囲内でほ限界密度を明らかにし得なかった。   

さらに収品柄成要素と乾物生産との関連から枚討したところ，旬枝数，塊茎数に対しては英面積の確保が重要であ  

り，また塊茎化歩合，平均1個塊茎盃に対しては，塊茎肥大期間における乾物生産に関与する要素への十分な配慮が  

重要であると考察された。  

緒  R  

暖地における春作バレイショは冷涼地の夏作に比べて，生育期間が短く，地上部も小さいため，必ずしも十分な生  

産をあげているとほ言い難い（5）。この原因としては塊茎の肥大期間を高温条件下に経過することや，地上部が小さい  

ことによる低い光エネルギ・一利用効率などが閑適しているものと考えられる。とくに後者の面からすれば，暖地にお  

いては栽植密度をかなり大きくすることが望ましいと推察される。この点についてバレイショの親権密度に関する研   
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究報告は多いが‘1，2●一！－抽8・9・10皿1＝5） ，そのはとんどは冷涼地での栽培におけるものであり，暖地の春作において理論  

的に行なわれたものはばとんどないのが実情である。   

一方， バレイショの収畠成立に閑適の深い要素として旬枝数，塊茎数∴塊茎化歩合，平均1個塊茎重などがあげら  

れるが（5），本研究においては，これらの要素が群落における作物体の生育および乾物生産とどのような関係にあるか  

を追究するため，栽植密度を変えた場合について実験した。その結果，若干の知見が得られたのでここに報告する。  

材料および方法  

実験材料としては西南暖地の春作用品種「ウンゼン」を供試した。1個の重さ100～120gの種いもを二つに割り，  

通常の予措を行ない，3月16日，香川大学農学部の研究圃場に植え付けた。裁縫個体数はm2あたり疎植区が3，16，  

中植区が6－32，密植区が12・64となるようにした。栽植方法は畦巾をいずれも66cmとし，1株1本仕立で，栽植密  

度の調節は株間を変化させて行なった。施肥盛は各区ともaあたり硫安48kg，過石47kg，硫加2‖Okgをすべて  

基肥として施した。   

試料採取は恥blelに示した5回にわたって行なった。それぞれの時期に各区より中庸と認められる場所を選定  

して生育調査をした後，層別刈取（6）を実施して，菓面積ならびに器官別乾物重を測定した。相対照度の測定にほ群  

落相対照度計を用いた。葉緑素の定毘は生業を供試して85％アセトンで抽出後，比色分析（波長660m〟）によった。  

また菓の成分のうち，窒素はセミミクロケルダ－ル法，リン酸とカリについては試料を乾式灰化し，塩酸および熱水  

で溶解した後，前者ほモリブデン背比色分析法，後者は炎光分析法によってそれぞれ定鼠した。  

Tablel．SamplingSChedule  

Sampling time I I  E  Ⅱ   l   Ⅲ   l   Ⅳ   i  v  

実験結果および考察  

はじめに地上部の生育状況について述べると（Fig・1参照），主茎長は密植になるほど長くなったが，草丈につい  

ては差異がみられなかった。この理由は，麻植になるほど主茎の花房着生節位に発生する分枝（12〉の生育が旺盛であ  

ったことによるもので，地上部生育が後期まで盛んであったことを示していた。つぎに単位．土地面積（m2）あたり生  
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Table2．Yield components and yield  

55   

＊iresh weight basis  

実数は塊茎肥大初期まで密植になるぼど多く，  

その後は下葉の枯凋によって早く減少した。ま  

た分枝も密植になるほど早くから枯死した○－・  

方，着雷期，茎菓黄変期については，いずれも  

密植になるほど早くなり，地上部生育が早熟化  

する様相を呈した。   

つぎに成熟期における収長構成要素および収  

毘の調査結果をTable2 に示した。これによ  

ると，m2あたり旬枝数，塊茎数は密植になる  

ほど大となったのに対し，塊茎化歩合，平均1  

個塊茎重は小となり，これらの要素間に補償作  

用のあることが示唆されたが，塊茎化歩合にお  

ける差異は大きいものではなかった。また塊茎  

収鼠は密植になるほど多く，従って本実験にお  

ける栽植密度の範囲では，収蔓に対す－る限界密  

度を推定することば困難であった。しかしなが  

ら，生産された塊茎について，その大きさ（直  

径）の頻度分布をみれば（Fig．2参照），密植に  

なるほど小形の塊茎の割合が高く，しかも粒ぞ  

ろいの良好なものが得られていた。このことは  

バレイショ栽培において好適栽植密度を考える  

場合に複雑な一面のあることを示唆しているも  

のと思われる（4）が，以上の成結から判断して，  

実用的栽植密度は中植区と密植区との問に見出  

されるべきであろうと推察された。なお，密封  

法により測定した呼吸鼻をみれば（Figハ3参  

照），輝いもでは密植になるほど早く衰退し，  

地上部生育の促進と密接な関連を示したのに対  

し，塊茎でほ密植になるほど肥大の初期と中期  

には高く，成熟期にほ逆になり，塊茎が早熟化  

する（7）ことを示した。   

つづいて各器官におけるm2あたり乾物重の  

推移をFig‖4 に示した。楽では前述した生薬  

数の場合と類似し，茎では．塊茎肥大初期までは  

密植になるほど多く，その後は各区とも近似の  

値を示した。また塊茎では終始，密植になるは  
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Fig．5 ChangesinC／F ratio，T／R ratio，and dry matterdistribution ratio totubers・，Eachline  
is the same as thosein Fig’．．1。  

ど多く推移した。以上の成絞ほ栽植密度に関する従来の成撥（1，2・3・4ふ8・9・10・11・14・15〉 と類似していた。つぎにこれらの  

乾物構成状況についてみると（Fig…5参照），C／F比およびT／R比についてほ，いずれも栽植密度の変化と密接な  

関連を示しながら推移するとともに，密植になるほど先進的な傾向を示していた。また塊茎への乾物分配率について  

も同様な傾向を呈していた。   

さらにFig…6には地上部の生育に伴う光合成系と非光合成系における乾物藍の垂直分布を地表から10cmどとの  

層位別に示した。これによると，光合成系は各区とも全期間を通じ，概して下層位に多く密集して分布する傾向が認  

められたが，密植になるほど層位による差異が小さくなり，とくに塊茎肥大中期における密植区では下層位の菓が著  

しく減少していた。また非光合成系は全期間を通じ，各区とも下層位ほど多く分布していたが，藍的には塊茎肥大初  

期まで密植になるほど多く，その後は顕著な差異を示さなかった。中世古ら（8）は冷涼地におけるバレイショについ  

て，栽植密度を変化させた場合の生産構造の品種間差異を調べているが，本研究の成絞は早生品辞で得られたものと  

類似していた。また，下層位での落葉の原因は光条件によるものであることを報告している（8）のに対比し，本研究  

でも各栽粗密皮の群落内における相対照度の垂追分布について調査した賂果をFig“7 に示す。これによると，塊茎  

形成期には密植になるほど明らかに透過光緑が少なく，塊茎肥大初期には申植区と密植区とにおいて近似し，さらに  

塊茎肥大中期には3区ともほぼ類似の透過状況を示した。この結果は前述の光合成系における乾物重の垂直分布と密  

接な関連を示しており，中世古ら（8）の指摘と－・致した。   

他方，光合成系の発達状況について，葉面積指数と葉緑素指数の変化をFig．8に示した。いずれも生業数の変化  

と関連し，塊茎肥大初期までは密植になるほど高かったが，その後は密植になるほど早くから低下した。また葉にお   
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Fig。7 Changesin proiiles of relativelightintensity‖ Eachlineisthe sameasthoseinFigい1”   

ける成分含有率のうち（Fig．9参照），カリについては明らかな傾向を認めなかったが，窒素，リン酸については密  

櫓になるほど低く経過し，光合成能が早く衰退することが推察された。   

以上の結果から考察すると，－・般に密植をすれば相互遮蔽が早くから起こって，群落内部への光線透過が不良とな  

り，下葉や弱／J＼分枝が枯死し，光合成および個体の生育にとってはやや不利であるが，単位土地面積あたりでは乾物  

生産盈が多くなり，しかも旬枝数，塊茎数が多いこととも相まって，増収することが可能であると推察される。他  

方，前述のどとく，本研究における栽植密度の範囲内では，塊茎化歩合の差が僅かであり，このことから収監は塊茎  

数と平均1個塊茎望との両者によってほぼ決定されるものとみなされる。そして前者は塊茎肥大初期までの乾物増加  

鼠と密接な関係を有し，後者についてはその後におおける乾物生産と密接な関係を有しているものと考察された。   

ALLEN ら（1），田口ら（13） はいずれも冷涼地のバレイショにおける乾物生産について報告し，乾物生産を大ならし  

めるためには箕面積を確保することが重要であると述べている。本研究の場合，塊茎肥大初期までの乾物増加盈は某  

面積指数と直接的な関係を示してそれらの報告と－・致したが，以後については両者の間に明確な関係を認めることが   
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FigI8 Changesinleaf areaindex and chlorophyllindex 

Eachlineisthe same asthosein Fig”1 
ⅠⅠ   ⅠII  

Sampljng time  

Ⅳ    Ⅴ  

できなかった。これほ肥大期以後，密植になるほど早熟化するなど，生  

理的条件が必ずしも同じではなかったことにも起因しているものと思わ  

れる。また田口ら（13）は乾物生産に対する最適葉面尉呂数を3．8と推定  

しているが，本研究における業面積指数の最大値は塊茎肥大初期に密砥  

区で約3・0であり，その値には及ばなかった。従って，暖地の春作バレ  

Fig＼9 Changesin contentso王three  

nutrient elements，nitrogen  

（○），phospborus（㊥），and  

POtaSSium（⑳）inleaf blades 

Eachlineisthesameasthose  

in Fig．1 
イショに．おいて，塊茎肥大初期までの乾物生産屈の増大は，某面積を早  

く確保することによって容易に得られるものであり，また本研究におけるよりもさらに向上させることが可能である  

と推察される。しかしながら，塊茎肥大期間における乾物生産はやや複雑であり，葉面私光合成能，受光勢態など  

が閑適しているものと思われるので，これらの要素との関連について，今後なおいっそうの研究が必要である。   

以上要するに，暖地のバレイショ春作において一高収鼠を得るためには，栽植密度をなるべく大きくして塊茎数を確  

保するとともに，以後の乾物生産に関与する要素に十分な考慮を払い，個々の塊茎の肥大を図ることが重要であると  

恩われる。  
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